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<保護者の方々にも読んでいただきましょう> 

『Beyond KUSS , 2020 !!』など進路課が発信する情報の一部を HP に掲載しています。 

 卒業後のステージ  先輩たちの様子(その５)  

右表は私立大学等(四年制大学，短期大学，専門学校，海外大学，大学校を含む)出願数を

示しています。５回生の 82％が出願しています。一般入試，

推薦・AO 入試，後期入試等，そしてそれぞれの日程で多様な

入試制度があります。５回生１人あたりの出願は 5.3 件です。

「第１志望」を大切にする指導が必ずしも徹底できていない反省材料の１つです。 

右図は私立大学等の入試形態別実合格率

(実合格者数／実出願者数)を示しています。 

男子は一般入試の合格率が最も高く，女子

は後期入試(２月中旬以降に出願開始)の合格

率が最も高いです。 

文部科学省が私立大学への補助金交付の

際，入学者の状況(募集定員を上回っていない

か，下回っていないか等)を考慮することとなり，難関私大を中心に合格者数を絞る「定員

厳格化」の動きがあります。そのため，難関私大が難化傾向にあるともいわれています。

18 歳人口の減少と重ねると極端に難化することはありません。不合格の人たちは残念な

がら受験学力が不十分であったといえます。 

右表は実出願者数 10 名以上の

私立大学の出願・合格・進学状況を

示します。実出願者 10 名以上の私

立大学は９校です。１人あたりの出

願が２件を超えるのは，関西，立命

館，近畿，神戸学院の４校です。 

早稲田の合格率は極端に低いです。実合格率の低い順に並べかえると，早稲田⇒慶應⇒

近畿⇒関西⇒甲南⇒神戸学院⇒同志社⇒立命館⇒関西学院になります。本校のデータでは，

近畿が合格しにくく，同志社が合格しやすいことになります。これは実感と一致するでし

ょうか。私立大学は学校数も多く，入試パターンも非常に多様です。合格可能性だけを考

慮して受験しても，効果が低い場合も多いです。実合格率が 50％を下回っている大学の

場合，複数回受験しても，すべて不合格になっている人の方が多い状態にあります。 

大学受験の基本形は「不合格」です。実質競争率が２倍を超えると，「合格」より「不合

格」が多くなります。それを乗り越えて「合格」に到達するためには，覚悟・努力・工夫

が必要です。自分にとって必要な学習を行わない限り，実力が向上することはありません。

公平に与えられている時間をどのように利用するかは，みなさんしだいです。 

５週間後は夏季休業が始まります。５週間前は文化祭でした。この５週間にどんな覚悟・

努力・工夫をしましたか。これから５週間，卒業研究最終発表をはさみ，夏季休業に突入

するまでに「学び」の芽生えがあることを期待します。 

出願数 延人数 実人数 ／人

男子 334 60 5.6

女子 425 83 5.1
全体 759 143 5.3

40.0 

50.9 

30.0 

75.0 70.2 
80.0 

65.5 
60.5 

46.7 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

推薦・AO 一般入試 後期入試

男子 女子 全体

出願者 合格者 進学者 合格率
延人数 実人数 延人数 実人数 延合格率 実合格率

関西学院 67 47 30 24 15 44.8 51.1

同志社 69 36 18 14 6 26.1 38.9
関西 80 34 13 11 3 16.3 32.4

立命館 63 28 23 13 2 36.5 46.4
甲南 32 22 8 8 7 25.0 36.4
近畿 45 19 6 5 1 13.3 26.3

慶應義塾 21 13 7 3 2 33.3 23.1
早稲田 21 13 2 1 0 9.5 7.7

神戸学院 23 11 6 4 1 26.1 36.4


